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2008 年 6 月 1 日 rev.1 
         丹野恵一 

つくで MTB 合宿 2008 第 2 回打合せ記録 

 
1. 打合せの記録 
 日時/場所： 2008 年 6 月 1 日 13:00～15:00 / 場所： サローネデルモンテ 1F ホール 
 出席者：ユウミさん、置田さん、藤原さん、大山さん、岩井さん、布留川さん、峯崎さん

  丹野 
 
2. 打合せの目的 
 前回の基本プランをレビューして、更に検討が必要な事柄について議論をおこなう。 
 議題は “募集日程”、”食事”、”参加費”、”部分参加”、”ミニつくでカップ”、その他 
 
3. 打合せ内容 
1) 基本プランの確認 (前回の結果･･･本日の結果変更になった項目あり) 
 日時：  2008 年 8 月 30 日(土)、31 日(日) 
 場所：  担い手センター 作手鴨ヶ谷 
 参加人数：  30～40 人を想定 
 主要イベント： 8/30 川遊び、ナイトライディング、花火 
   8/31 ミニつくでカップ(ゲーム形式) 
 食事：  8/30 昼食 各自で用意 
       夕食 BBQ+炊き込みご飯 
  8/31 朝食 ご飯+お味噌汁+(梅干、生卵、納豆、のり) 
       昼食 藤原カレー 
  その他  麦茶、おやつ(バナナ、菓子パン) 
 参加費：  大人 (中学生以上)  7000～8000 円 
    小学校高学年 (4,～6 年) 6000～7000 円 
    小学校低学年 ( 1～3 年) 5000～6000 円 
    未就学児   3000～4000 円 
 
2) 募集の日程について 
   既に HP では案内を行っているが、正式な参加者の募集は 7/6 の MTB スクールで発表

 し募集を開始する。全ての人がインターネットを見ている訳ではないので、スクールでパ

 ンフレットの配布を行うことを必須とする。またその次の 8/3 のスクール時では既に夏休

 みも始まっており参加者も計画を立て難くなってしまう。 
 7/６ 募集開始 （HP とパンフレット） 
  (約 1 ケ月の募集期間) 
 8/10 募集終了 
 ☆パンフレットはゆうみさんが 7/6 までに作成。 
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3) 食事について 
 ①3～40 人分の BBQ に 2 時間で十分か? 
  経験上 5～7 時間程度は必要。(岩井さん) 仮に川遊び中から食事班が準備を始め

  たとしても焼くのに時間がかかり、解決にはならない。 
  30 日の夕食メニューは以下の通り変更。 
   
  焼きそば・・・主食 
  トマト、きゅうり・・・季節の野菜 
  肉・・・おかずとして適量 
  じゃかいも・・・塩かバターを添えて 
   
  焼きそばを主食として当初想定した炊込みご飯はメニューからはずす。 
  鉄板は肉を A COOP で購入して鉄板を借りる? 
  *その他のメニューに変更はなし。31 日のカレーの中身は藤原さんに一任。 
 
 ②費用を抑えるために工夫はできないか? 見積もり基準は何とするか? 
  見積もりは三河地区のスーパー｢サンヨネ｣をベースに算出する。 
  ｢サンヨネ｣は品質と価格に定評があり食材の適切な購入先と考えられる。 
  また、三河地区からの参加者も想定されるため買出しボランティアの依頼できる

  事も利点の一つ。 
 ☆31 日のカレーの見積もりを藤原さんが作成。それ以外はユウミさんが作成。7/6 まで。 
 
4) 参加費について 
   高いか安いかについては各個人の生活感覚や財政状態も影響するため第一回で設定し

 た参加費の妥当性については一概には判断できないが、 
 ”夏休みの最後のイベントが既に予算を立ててしまっている場合割り込める金額か?” 
 または 
 ”例えば両親と小学生 2 人の 4 人で参加した場合の合計は大きすぎないか” 
 などの観点から再度顧慮した結果再度見直すこととした。 
 目標をモデルケース(大 2、小学高 1、小学低 1)で 20000 円と設定し検討した。 
   宿泊費は圧縮できないため、3) 食事について で食費の見直しを行い、参加費の再設定

 を以下の様に行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 *モデルケース 両親と小学校低学年、高学年各 1 人  6000×2 + 5000 + 4000 = 21000 円 

最終案 
大人   6000 円 
小学生高学年(4,5,6) 5000 円 
小学生低学年(1,2,3) 4000 円 
未就学児  2000 円 
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5) 日曜のみの参加について 
   宿泊はできないが日曜日だけでも参加したいという希望があった場合は受付ける事と

 した。参加の範囲は 09:00 のミニつくでカップから 15:00 までの閉会式とする。 
 ただし事前にミニつくでカップのチーム分けがあるので事前申し込みは必須とする。 
   
 
 
 
 
 
 *つくでカップと同額とした。参加賞は無いが、昼食の藤原カレーを含む。 
 
6) ミニつくでカップについて 
  ミニつくでカップは以下の条件を満たす事とする。 
 ① ゲーム的要素を含み、単に速さを競うものとはしない。 
 ② チームで競う事とし、チームは 30 日の開会式のくじ引きで決める。 
 ③ 未就学児は全員から目で見える範囲で競技をおこなう。 
  
 ☆決定までのプロセス 
   7/6 ミニつくでカップの案集め検討、決定する。 
  コウタさん、置田さん、藤原さん、大山さん、丹野 
       HP にてアイデアを募集する、ステッカー程度で良いので賞品を検討する。 
  ユウミさん 
   ?/?  準備、予行練習 
 
7) その他 
 ・雨天時の対応は次回 7/6 に検討する。 
 ・募集時は寝具(寝袋、毛布など)を持参することを明記する。 
 
4. 次回 打合せ  
次回打合せは 7/6 の MTB スクール後(13:00～max15:00)とする。 
主な議題は 
 ① 8/31 までの具体的準備段取り  担当者を選出 
  参加者募集とまとめ、宿泊先準備、食事(買出し、調理)段取り、 
  *直前準備を含む。 
 ② ミニつくでカップ詳細決定 
  競技方法、事前準備、予行練習 
 
 
 

日曜日のみの参加費 
大人   2000 円 
小中高校生  1000 円 
未就学児  無料 
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5. 追加情報 
 ・調理ボランティア  藤原さん、丹野 
 ・調達ボランティア  布留川さん、藤原さん 
 ・費用 概算内訳 食費を Update 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6. まとめ 
   今回の打合せでは第一回で作成したアウトラインに対して詳細の検討が進み、より 
 現実的 な話し合いが行われた。次回は 7/6 の打合せで検討の期間を終了して、準備期間

 に入る事となる。今後の課題はミニつくでカップの決定と、直前準備の段取りに絞られ

 てくると考えられる。 
   合宿成功の鍵は参加者とボランティアスタッフの確保にあります。少し堅苦しい表現

 にはなりますが、責任者を決めて組織的に動ける体制を確立する必要性があると考え

 ます。これは大規模になったつくで MTB カップと同じことが言えると思います。 
 つくで MTB は参加者がみんなで作り上げていく活動だからこそ自立性のある組織が必

 要な部分もあると思います。 

(1) 担い手センター宿泊料 

●幼児無料 

●子ども 1000 円(小学生) 

●大人 2100 円(中学生以上) 

 ＋ 一人につき 200 円(謎の利用料) 

●炊事場利用料 2000 円 

●大部屋利用料 3200 円 

●小部屋利用料 1600 円 

 
参加者を 30 人として試算すると(利用料を 30 名の参加人数で割って計算) 

大人(中学生以上) 2536 円 

小学生 1436 円 

幼児 436 円 

 

(2) その他費用 

大人の場合 

食材費 2000 円 (3 食、飲み物やパン、バナナ類含む) 

雑費    1000 円 (鉄板や燃料代) 

 
(3) 余剰金 
余剰金が発生した場合はつくで MTB に寄付して頂くこととする。 


